
視
み

よ 冬
ふゆ

すでに過
す

ぎ 雨
あめ

もやみて はやさりぬ　もろもろの花
はな

は地
ち

にあらわれ 鳥のさへづ
る時

とき

すでに至
いた

り 班
やまはと

鳩の聲
こゑ

われらの地
ち

にきこゆ －雅歌 第２章11～12節－

For, lo the winter is past, the rain is over and gone; The flowers appear on the earth; the 
time of the singing of birds is come, and the voice of the turtle is heard in our land;

－SOLOMON’S SONG CHAPTER2 11-12－

　
「
武
器
を
持
て
」
と
大
声
を
上
げ
、堂
々

と
戦
争
の
時
が
迫
っ
て
来
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
頃
思
い
出
す
の
は
、
一
九
二
五

年
に
制
定
さ
れ
、
多
く
の
人
を
逮
捕
し
、

拷
問
・
虐
待
を
繰
り
返
し
た
治
安
維
持
法

の
犠
牲
者
の
こ
と
だ
。

　

そ
の
中
で
思
い
出
し
た
の
は
浅
見
仙
作

の
こ
と
で
す
。

　

逮
捕
が
自
分
の
生
ま
れ
た
年
で
あ
り
、

又
留
置
が
今
の
自
分
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
で

あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

彼
が
逮
捕
さ
れ
、
零
下
一
六
度
の
留
置

所
で
非
戦
を
叫
ん
だ
の
は
一
九
四
四
年

七
七
歳
の
時
で
し
た
。

　

彼
は
、
一
八
六
八
年
新
潟
の
農
家
で
生

ま
れ
、
二
四
歳
の
時
、
北
海
道
に
渡
り
開

拓
農
家
と
な
り
、
三
五
歳
の
時
に
受
洗
。

三
七
歳
で
渡
米
。
代
理
牧
師
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
教
会
員
の
日
露
戦
争
賛
同
姿

勢
に
疑
問
を
持
ち
四
〇
歳
で
帰
国
。

　

帰
国
後
札
幌
地
方
を
中
心
に
農
村
伝
道

活
動
を
行
い
、
六
四
歳
の
時
機
関
紙
を
創

刊
、
戦
争
へ
疑
問
を
投
げ
か
け
、
発
禁
処

分
に
あ
い
そ
の
後
も
非
戦
を
貫
き
、
四
四

年
に
懲
役
三
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
の

で
す
。

　

し
か
し
大
審
院
へ
上
告
、
翌
四
五
年
終

戦
直
前
に
裁
判
長
三
宅
正
太
郎
の
も
と
彼

の
思
想
が
天
皇
支
配
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
と
、
無
罪
判
決
を
受
け
ま
す
。
こ
れ

は
極
め
て
稀
な
判
決
で
あ
り
、︿
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
の
原
則
が
守
ら
れ
た
﹀
画
期
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
後
世
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
見
仙
作
は
内
村
鑑
三
の
影
響
を
受
け

た
非
戦
論
者
で
あ
り
、
矢
内
原
忠
雄
が

も
っ
と
も
敬
愛
し
た
人
物
で
す
。
彼
が
繰

り
返
し
た
聖
旬
は
、

　
「
主
は
国
々
の
争
い
を
裁さ

ば
き
。
多
く
の
民

に
戒い

ま
しめ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
剣つ

る
ぎを
打
ち
直
し

て
鋤す

き
と
し
槍や

り
を
打
ち
直
し
て
鎌か

ま
と
す
る
。

国
は
国
に
向
か
っ
て
剣
を
上
げ
ず
も
は
や

戦
う
こ
と
を
学
ば
な
い
。
ヤ
コ
ブ
の
家
よ
、

主
の
光
の
中
を
歩
も
う
。」
と
い
う
旧
約
聖

書
（
イ
ザ
ヤ
書
二
―
四・五
）
の
一
節
で
す
。

　

我
々
が
戦
後
守
っ
て
来
た︿
戦
争
放
棄
﹀

非
戦
の
思
想
は
何
処
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
私
の
非
戦
へ
の
思
い
も
揺
ら
い
で
い

る
。
浅
見
仙
作
の
勇
気
も
、
三
宅
正
太
郎

の
決
断
も
持
て
そ
う
に
な
い
。
す
が
る
よ

う
な
思
い
で
祈
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、

非
戦
の
思
い
で
育
て
ら
れ
、
老
い
を
迎
え

る
我
々
が
そ
の
一
徹
さ
で
連
帯
す
れ
ば
国

民
は
正
気
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
か

が
動
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
一
筋
の

光
明
で
あ
る
。

渡
辺
憲
司

一
九
四
四
年
生
ま
れ
。

立
教
大
学
名
誉
教
授
。
江
戸
文
字
研

究
者
。
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原
発
事
故
と
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

二
〇
二
三
年
三
月
一
一
日
（
土
）「
原

発
を
な
く
す
群
馬
の
会
」
結
成
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
か
ら
今
年

は
一
二
年
と
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

そ
し
て
福
島
電
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故

は
一
二
年
を
経
て
も
な
お
被
災
者
や
被
爆

者
の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。

　

二
〇
〇
一
年
の
９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時

多
発
テ
ロ
そ
し
て
二
〇
一
一
年
３
・
11
、

そ
し
て
二
〇
二
〇
年
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
一
〇
年
ご
と
に
起
っ
た
世
界
中
を
ま

き
込
ん
だ
地
球
と
い
の
ち
を
脅
か
す
大
事

件
の
背
景
に
は
、
科
学
技
術
の
極
度
な
進

展
と
経
済
格
差
を
極
端
に
広
げ
た
新
自
由

（
強
欲
資
本
）
主
義
が
あ
り
ま
す
。
原
発

事
故
と
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
比
較
し

て
見
ま
し
ょ
う
。
原
発
事
故
の
甚
大
な
悪

影
響
は
放
射
能
拡
散
に
よ
る
被
曝
。
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
）
感
染
に
よ
る
体
調
不

良
。共
通
点
は
放
射
能
も
ウ
イ
ル
ス
も「
見

え
な
い
、
臭
わ
な
い
」
と
い
う
点
で
は
同

じ
で
す
。
被
曝
症
状
が
で
た
り
、
感
染
症

状
が
で
て
初
め
て
共
に
命
を
脅
か
す
大
変

恐
い
も
の
だ
と
分
る
訳
で
す
。

　

広
島
・
長
崎
の
原
子
爆
弾
で
は
多
く
の

原　
　

慶
子

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

や
福
島
の
原
発
の
爆
発
事
故
で
も
た
く
さ

ん
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く

の
方
々
が
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
も
多
く
の
方
々
が

感
染
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
は
、
す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン
が
発
売
さ
れ

ま
し
た
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
も
含
め
れ
ば
死
者
の
数
は
も
っ

と
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
原
爆
・
原
発

は
核
兵
器
と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
元
に
な
る

の
は
天
然
原
子
ウ
ラ
ン
と
人
工
原
子
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
で
す
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
世
界
の
実
力
国
家
は
核
を
保
有
し
て

い
ま
す
。
人
々
は
核
の
恐
怖
の
内
に
生
活

を
営
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

な
ぜ
突
然
に
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に

蔓
延
し
た
の
か
？
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
こ

と
も
真
実
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
放

射
能
と
同
様
に
人
々
に
恐
怖
心
を
植
え
つ

け
、
人
々
の
行
動
制
限
を
し
、
人
間
関
係

を
分
断
し
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
「
権
力
者
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
こ
の

恐
怖
心
に
お
び
え
る
こ
と
な
く
、
一
人
の

独
立
し
た
自
由
な
人
間
と
し
て
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
と
は
？
」
が
今
一
人
一
人
に

問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
生
き
生
き
と
し

た
人
間
社
会
の
創
造
は
、
一
人
一
人
の
人

間
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　

ぬ
れ
た
心

ぬ
れ
た
若
葉
に
朝
日
が
あ
た
る

か
が
や
き
出
ず
る
光
彩
よ

ぬ
れ
た
苗
床
に
種
を
ま
く

も
え
出
ず
る
生
命
よ

涙
に
ぬ
れ
た
ま
な
こ
に
の
み

自
然
が
見
え
る

人
間
が
見
え
る

本
当
の
人
生
が
見
え
る

ぬ
れ
た
る
胸
に
い
だ
か
れ
て

か
弱
い
若
芽
も
の
び
て
ゆ
く

　
　

ぬ
れ
た
心

ぬ
れ
た
若
葉
に
朝
日
が
あ
た
る

か
が
や
き
出
ず
る
光
彩
よ

ぬ
れ
た
苗
床
に
種
を
ま
く

も
え
出
ず
る
生
命
よ

涙
に
ぬ
れ
た
ま
な
こ
に
の
み

自
然
が
見
え
る

人
間
が
見
え
る

本
当
の
人
生
が
見
え
る

ぬ
れ
た
る
胸
に
い
だ
か
れ
て

か
弱
い
若
芽
も
の
び
て
ゆ
く

こ
う
さ
い

こ
う
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
静
香
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
天
よ
り
の
声
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
静
香
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
天
よ
り
の
声
」
よ
り
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イ
ル
ス
剤
）
を
処
方
す
れ
ば
、ク
ラ
ス
タ
ー

は
未
然
に
防
げ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
厚
労
省
は
、
コ
ロ
ナ
病
床
を
持
つ
コ

ロ
ナ
指
定
病
院
し
か
軽
症
用
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
を
置
い
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
指
定
病
院

は
概
ね
中
等
症
か
ら
重
症
の
患
者
し
か

扱
っ
て
お
ら
ず
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
は
ほ
と

ん
ど
使
わ
れ
な
い
ま
ま
な
の
だ
。

　

し
か
も
介
護
従
事
者
の
高
齢
化
と
賃
金

の
低
さ
に
も
十
分
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
本
来
社
会
福
祉
予
算
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
二
〇
二
三
年
度
予

算
で
は
防
衛
費
倍
増
が
そ
れ
を
圧
迫
し
て

い
る
。

　

は
じ
め
に
防
衛
費
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
並
み
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
と
い
う
数
字
が
あ
り
き

で
、
中
身
を
問
わ
れ
な
い
ま
ま
四
三
兆
円

と
い
う
金
額
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
。
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
の
五
年
分
の
対
象
経

費
二
五
・
九
兆
円
か
ら
み
る
と
、
四
三
兆

円
か
ら
約
一
七
兆
円
も
不
足
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

岸
田
政
権
は
防
衛
力
強
化
資
金
四
・

六
兆
円
、
予
備
費
を
余
ら
せ
る
決
算
剰
余

金
で
三
・
五
兆
円
程
度
、
歳
出
改
革
で

三
兆
円
強
の
計
一
一・一
兆
円
、
建
設
国
債

　

タ
モ
リ
が
岸
田
文
雄
政
権
の
「
新
し
い

資
本
主
義
」
を
も
じ
っ
て
、
二
〇
二
三
年

は
「
新
し
い
戦
前
」
に
な
る
と
述
べ
た
。

状
況
は
そ
の
通
り
に
動
い
て
い
る
。
防
衛

費
倍
増
が
優
先
さ
れ
る
一
方
で
、
高
齢
者

施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
頻
発
し
、

多
く
の
命
が
奪
わ
れ
て
も
無
視
さ
れ
て
い

る
。
ま
る
で
戦
時
中
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。

　

厚
労
省
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
始

ま
っ
て
、
度
々
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

飲
食
店
バ
ッ
シ
ン
グ
が
攻
撃
さ
れ
た
が
、

二
〇
二
三
年
四
月
九
日
段
階
で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
（
集
団
感
染
）
発
生
件
数
五
二
三
六

〇
件
の
う
ち
、
飲
食
店
は
一
四
八
〇
件

（
二
・
八
％
）
と
少
な
く
、
高
齢
者
施
設

が
二
一
五
九
八
件
（
四
一
・
二
％
）
と
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
死
者
の
多
く

は
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
。
非
科
学
的

な
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
っ
て
介
護
施
設
は
高

い
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
一
部
自
治
体
を
除
い
て
、
高
齢
者
へ

の
定
期
検
査
も
な
く
、
い
ざ
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
す
る
と
、
入
院
隔
離
が
で
き
ず
、

高
齢
者
施
設
内
部
に
放
置
さ
れ
る
と
い
う

悲
惨
な
事
態
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き
た
。

　

人
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
介
護

施
設
（
在
宅
介
護
も
含
め
）
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で
も

よ
い
、
頻
繁
に
定
期
検
査
を
行
い
、
感
染

者
が
出
た
場
合
に
は
軽
症
段
階
で
、
リ

モ
ー
ト
で
医
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

う
え
で
コ
ロ
ナ
医
薬
品
（
軽
症
用
の
抗
ウ

論　壇論　壇論　壇

「
新
し
い
戦
前
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止
め
よ

	

金
子
　
　
勝

を
一
兆
六
〇
〇
〇
億
円
。
残
る
四
兆
円
強

を
増
税
（
復
興
税
源
の
一
部
流
用
）
で
調

達
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
は
も
と
も
と
別
の
目
的

の
も
の
が
多
い
。
ま
ず
予
備
費
は
災
害
の

た
め
も
の
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の

予
備
費
は
当
初
予
算
に
補
正
予
算
で
八
〇

〇
〇
億
円
を
上
積
み
し
て
も
約
二
兆
円

だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
二
年
度
の

予
備
費
は
当
初
予
算
と
第
一
次
、
第
二
次

補
正
予
算
を
加
え
て
、
総
額
で
過
去
最
大

の
一
一
兆
七
六
〇
〇
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
決
算
剰
余
金
を
ひ
ね
り
出
す
た
め

に
二
三
年
度
の
予
算
で
も
五
兆
円
の
予
備

費
を
決
め
て
い
る
。
予
備
費
の
か
な
り
の

部
分
は
基
金
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
予
備

費
は
国
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
効
か
ず
、
政
権

政
党
と
官
庁
の
お
財
布
代
わ
り
に
使
っ
て

い
る
。
実
際
、
日
本
経
済
新
聞
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
予
備
費
の
九
割
が
使
途
不
明
で

あ
っ
た
。

　

防
衛
力
強
化
資
金
四
・
六
兆
円
は
、
外

国
為
替
資
金
特
別
会
計
か
ら
三
・
一
兆
円

程
度
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
〇
・

六
兆
円
程
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
費
の
不
用
分
〇
・
四
兆
円
程
度
を
国
庫

返
納
分
、
東
京
・
大
手
町
の
大
型
複
合
ビ

ル
「
大
手
町
プ
レ
イ
ス
」
の
政
府
保
有
分

売
却
で
〇
・
四
兆
円
程
度
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
も
本
来
防
衛
費
の
た
め
の

財
源
で
は
な
い
。

　

そ
の
後
、
岸
田
政
権
は
、
人
口
減
少
が

ひ
ど
い
の
に
防
衛
費
倍
増
な
の
か
と
い
う

批
判
が
起
き
て
、
総
額
八
兆
円
も
の
措
置

を
含
め
た
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を

打
ち
出
し
た
。
財
源
は
な
く
、
そ
こ
で
社

会
保
険
料
へ
の
上
乗
せ
る
案
が
浮
上
し
て

い
る
。
だ
が
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会

保
険
料
は
相
互
扶
助
の
仕
組
み
で
あ
っ

て
、
出
産
費
用
な
ど
を
除
い
て
少
子
化
対

策
は
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
増
税
へ
の
反

発
か
ら
取
り
や
す
い
所
か
ら
取
る
安
直
な

政
策
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

お
ま
け
に
、
す
で
に
二
〇
二
二
年
一
〇

月
以
降
、
後
期
高
齢
者
の
う
ち
一
定
以
上

の
所
得
（
被
保
険
者
が
世
帯
に
一
人
の
場

合
は
二
〇
〇
万
円
以
上
、
世
帯
に
二
人
以

上
の
場
合
は
合
計
三
二
〇
万
円
以
上
）
が

あ
る
者
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
一
割

か
ら
二
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り

だ
。
こ
の
う
え
、
年
金
所
得
に
依
存
し
て

い
る
高
齢
者
に
負
担
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
社
会
保
険
料
へ
の
負
担
を
増
せ

ば
、
ま
す
ま
す
低
所
得
の
高
齢
者
は
医
療

や
介
護
制
度
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　

防
衛
費
を
減
ら
し
、
社
会
保
障
へ
の
政

府
支
出
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
、
社
会
自

体
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
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コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り

　
　
　
人
々
と
社
会
は
ど
う
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

　
　
　
人
々
と
社
会
は
ど
う
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
臨
時
特
集
⑬

原　

慶
子

　

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
、
二
〇
二
三

年
に
入
っ
て
四
年
目
と
な
っ
た
。
す
っ
か

り
定
着
し
た
の
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、

手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
で
あ
る
。
一

方
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
五
回
目
、
六
回
目
と

な
っ
た
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
を
し
て
も
コ

ロ
ナ
感
染
症
を
発
病
し
た
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
で
体
調
を
崩
す
～
重
症
か
ら
軽

症
～
患
者
も
少
な
か
ら
ず
出
て
い
る
こ
と

や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
突
然
死
や
く
も

膜
下
出
血
な
ど
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
現

実
に
対
し
不
安
を
抱
く
人
も
増
え
て
い

る
。ゆ
え
に
ワ
ク
チ
ン
の
不
信
者
も
増
え
、

接
種
し
な
い
人
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
ん

な
矢
先
、
岸
田
首
相
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
様
に
第
五
類
に
変
更
し
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
を
防
ぐ
と
い
う
名
目
の
行
動
規
制
は

ほ
ぼ
撤
廃
す
る
～
五
月
位
か
ら
～
と
言
い

出
し
て
い
る
。
戸
惑
っ
て
い
る
の
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
と
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
行
政
対

策
に
準
じ
て
き
た
多
く
の
団
体
や
個
人
で

あ
る
。
新
生
会
に
お
い
て
も
、
緊
急
時
対

策
委
員
会
を
設
置
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
突
然
の
政
府
表
明
に
戸

惑
っ
て
い
る
。

　

わ
た
し
自
身
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
が
ほ

ぼ
同
時
期
に
世
界
中
に
蔓
延
し
、そ
の
後
、

the King of Coronavirus Variants” 

［July 23, 2022

］（
ジ
ョ
セ
フ　

マ
ー

コ
ー
ラ
、“
な
ぜ
Ｂ
Ｖ
Ａ
・
５
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
変
異
種
の
王
な
の
か
”（
二
〇

二
二
年
七
月
二
三
日
）
よ
り
。（
抜
粋
）

⑴ 

現
在
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、

こ
れ
ら
の
新
変
異
種
が
全
て
自
然
免
疫

と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

向
け
注
射
で
作
ら
れ
る
と
す
る
抗
体
の

両
方
、
即
ち
自
然
的
防
御
と
人
為
的
防

御
の
両
方
、
を
突
破
し
て
感
染
の
繰
り

返
し
を
可
能
に
し
て
い
る
ら
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

⑵ 

「
Ｂ
Ａ
・
５
や
Ｂ
Ａ
・
２
・
75
な
ど
の

新
た
な
変
異
種
は
、
全
て
自
然
免
疫
を

含
む
我
々
の
免
疫
防
御
を
回
避
す
る
仕

方
を
開
発
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
質た

ち

の

悪
い
、
そ
し
て
多
分
に
人
為
的
な
状
況

は
、
今
や
煽
動
家
ら
に
新
た
な
手
口
を

提
供
し
て
い
る
。」

⑶ 

驚
く
べ
き
は
、
世
の
政
府
が
、
流
行
り

風
邪
の
症
状
を
と
ら
え
て
、
経
済
、
子

供
た
ち
の
教
育
、
精
神
衛
生
、
更
に
は

民
主
主
義
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
破
壊

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑷ 

つ
ま
り
、
現
時
点
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
、
社
会
規
範
、
医
療
、
金
融
、
交

通
、
食
料
な
ど
の
「
大
再
編
成
」
を
正

当
化
す
る
主
要
な
根
拠
の
一
つ
で
あ
り

続
け
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
ト
ロ
イ

の
木
馬
」
的
正
当
化
を
き
っ
ぱ
り
と
一

掃
す
る
に
は
、
世
界
中
の
人
々
が
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
怖
が

ら
な
く
な
る
し
か
な
い
と
、
私
（
ジ
ョ

ゼ
フ
・
マ
ー
コ
ー
ラ
）
は
判
断
し
て
い

る
。

Ⅱ
「shortshort-new

s  Jan 

14
」
よ
り
。

（
抜
粋
）

⑴ 

衝
撃
・
情
報
公
開
請
求
文
書
に
よ
り
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
オ
バ
マ
政
権
期

か
ら
の
国
防
総
省
の
作
戦
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
。

⑵ 

Ｆ
Ｄ
Ａ（Food and Drug Administration

）

ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
品
局
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
は
、
ロ
ッ
ト
ご
と
に
毒
性
の
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
も
の
に
よ
っ
て
は
千

倍
も
の
差
が
あ
る
。

⑶ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
医
薬
品
で
は
な

く
、
試
作
品
（
対
策
品
）
で
あ
り
、
適

性
製
造
規
範
を
遵
守
し
て
い
な
い
。
国

家
安
全
保
障
会
議
が
２
０
１
３
年
、
オ

バ
マ
政
権
時
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
）
を
組
織

化
（
各
省
か
ら
選
ば
れ
た
十
人
）
し
、

陰
謀
団
が
結
成
さ
れ
、
密
か
に
計
画
が

進
め
ら
れ
た
。

⑷ 

ワ
ク
チ
ン
製
造
は
、
国
防
総
省
の
指
示

に
よ
り
、
製
薬
会
社
と
主
流
メ
デ
ィ
ア

が
結
託
し
、
販
売
促
進
を
行
っ
た
。

⑸ 

国
民
に
は
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
の

よ
う
に
思
わ
せ
た
が
、実
際（
真
実
）は
、

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
戦
争
で
あ

り
、
軍
事
活
動
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
も

バ
イ
デ
ン
も
把
握
し
て
い
た
。

⑹ 

こ
れ
ら
の
情
報
は
公
開
さ
れ
た
ほ
ん
の

一
部
で
あ
る
。
米
国
証
券
取
引
委
員
会

（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
も
情
報
公
開
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
遺
伝
子
Ｒ
Ｎ
Ａ

で
、
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
の
改
造
が
意

図
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
三
年
間

で
改
造
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
人
間
性

の
精
神
構
造
で
は
な
か
ろ
う
か
？
欺
か
れ

て
い
た
沢
山
の
人
々
が
本
来
の
自
分
の
自

由
な
魂
を
取
り
戻
し
、
生
き
生
き
と
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ヴ
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
切
に

望
む
も
の
で
あ
る
。

時
を
経
ず
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
行
政
指
導
に
な
っ
た
時
か
ら

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン

に
対
し
て
も
「
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
の
か
、
ど
こ
で
誰
が
仕
組
ん
で
い
る

の
か
、」
と
い
う
疑
念
が
頭
か
ら
去
ら
な

い
の
で
あ
っ
た
。
故
に
コ
ロ
ナ
関
連
、
ウ

イ
ル
ス
の
勉
強
を
地
球
の
始
ま
り
に
遡
っ

て
熱
心
に
行
っ
た
。
勉
強
を
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
国
単
位
の
対
策
は
詐
欺
で
は
な
い

か
、
不
信
は
強
ま
る
一
方
だ
っ
た
。
わ
た

し
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
て
も
、
社
会

的
判
断
を
優
先
す
る
か
、
自
分
の
直
観
を

尊
重
す
る
か
、
考
え
た
結
果
、
後
者
を
選

ん
だ
。
そ
し
て
行
政
指
導
よ
り
も
自
分
の

判
断
で
こ
の
三
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
。

　

気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
三
年
に
亘
る
国

家
的
な
恐
怖
煽
動（the Fearm

ongering

）

と
、
私
生
活
に
及
ぶ
行
動
規
制
に
よ
っ
て

萎
縮
し
た
人
々
の
心
理
と
社
会
動
向
は
、

一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
大

問
題
で
あ
る
。

　

何
と
し
て
で
も
、
人
々
の
生
き
る
意
欲

と
社
会
活
動
へ
の
積
極
性
（
前
向
き
な
姿

勢
）
は
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―

と
い
う
強
い
覚
悟
で
、
わ
た
し
は
今
回
の

論
考
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
以
下
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
知
り
え
た
情
報
で

あ
る
。
賛
同
す
る
が
ゆ
え
に
掲
載
す
る
こ

と
に
し
た
。
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新
生
会
診
療
所
は
、
本
年
六
月
で
竣
工

三
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
よ

り
大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
い
、
こ
の
度

完
工
い
た
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た

新
生
会
診
療
所
と
共
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

新
た
な
気
持
ち
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施
工
前　
　

→　
　

施
工
後

春

の

墓

参

会

改

修

工

事

が

完

了

し

ま

し

た

新
任
職
員
研
修
会

　

去
る
三
月
二
二
日
（
水
）
に
高
崎
市
八

幡
霊
園
内
に
あ
り
ま
す
新
生
会
霊
廟
に
て

「
春
の
墓
参
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
秋
の
墓
参
会
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、

法
人
内
の
居
住
者
と
職
員
の
み
の
小
規
模

で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
新
生
会
で

老
年
期
を
過
ご
さ
れ
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
、
八
幡
霊
園
に
納
骨
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
を
偲
び
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　

無
事
墓
参
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
度
「
新
任
職
員
研
修
会
」

が
三
月
二
八
日（
火
）～
三
月
三
〇
日（
木
）

の
三
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
四
月
一
日
就
任
の
方
が
一
〇

名
、
途
中
就
任
の
方
が
七
名
の
計
一
七
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
新
生
会
の
新
任
職
員

研
修
に
は
芸
術
福
祉
論
、
新
生
会
の
歴
史

と
理
念
・
展
望
、
介
護
保
険
、
高
齢
者
の

心
理
と
ケ
ア
、
高
齢
者
の
医
学
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
、
居
住
者
に
安
心
で
快
適
な

生
活
を
提
供
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
学

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
座
学
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
現
場

で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
施
設
の
見
学
や
、
各
施
設
に

分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
を
通
し
て
参
加
者
か
ら
は
、
ケ

ア
は
一
人
で
は
完
成
せ
ず
ス
タ
ッ
フ
同
士

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
と
い
う
こ
と
、

居
住
者
お
一
人
お
一
人
の
歩
ま
れ
て
き
た

人
生
や
意
思
を
尊
重
し
、
丁
寧
に
接
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
等
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
終
日
、
最
適
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
提
供
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

健
康
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
、
腰
痛
を
予

防
す
る
た
め
の
体
操
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
新

生
会
診
療
所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

居
住
者
に
と
っ
て
も
職
員
に
と
っ
て
も

居
心
地
の
よ
い
環
境
作
り
を
新
任
職
員
含

め
皆
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
感

じ
ら
れ
る
三
日
間
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

八幡霊園にて

腰痛予防体操

グループワークにて
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講
師　

清
水 

秀
規　

先
生

 

北
イ
リ
ノ
イ
大
学
准
教
授

　

去
る
三
月
一
六

日
、
公
開
教
養
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
清
水
先
生
は
日

本
文
化
が
日
本
人
の
子
育
て
、学
校
教
育
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
文
化
的
体
験
（
文

化
現
象
学
）、
自
然
観
に
与
え
る
影
響
を

研
究
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地
元
榛

名
町
の
お
生
ま
れ
で
、
新
島
学
園
を
卒
業

後
に
英
会
話
を
学
び
渡
米
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
フ
ル
ト
ン
校
に
て
心
理
学

を
専
攻
。
後
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
心
理
人

類
学
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
に

卒
業
、
同
年
よ
り
北
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
教

鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
清
水
先
生
の
お

母
様
が
新
生
会
の
協
力
医
療
機
関
で
あ
る

榛
名
荘
病
院
の
医
師
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ご
縁
も
あ
り
、
今
回
の
教
養
講
座
の
実
現

に
至
り
ま
し
た
。

　

演
題
は
「“
表
と
裏
”“
け
じ
め
”“
素

直
”“
甘
え
”
な
ど
、
日
本
文
化
を
軸
に

し
た
子
育
て
と
教
育
の
柔
軟
性
、
多
様
性

と
創
造
性
に
つ
い
て
」。

　

西
洋
・
ア
メ
リ
カ
の
理
性
主
義
、
個
人

主
義
、
物
質
経
済
主
義
の
限
界
と
日
本
の

伝
統
心
理
に
隠
さ
れ
た
叡
智
の
国
際
社
会

　

一
九
八
〇
年
代
の
研
究
で
典
型
的
な
日

常
を
三
つ
の
国
（
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
日

本
）
で
録
画
し
て
比
較
し
ま
し
た
。
自
分

の
文
化
の
中
に
い
る
と
自
分
が
い
か
に
文

化
的
な
行
動
を
し
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　

日
本
人
は
子
ど
も
大
人
に
か
か
わ
ら
ず

二
面
性
、
内
と
外
、
本
音
と
建
前
の
違
い

が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
け
じ
め
と
言

い
、“
親
し
き
中
に
も
礼
儀
あ
り
”“
か
わ

い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
”
と
い
う
こ
と

わ
ざ
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
で
大
人
に
な
る
こ
と
は
、

子
ど
も
ら
し
い
面
と
社
会
に
適
応
し
て
い

く
た
め
の
建
前
と
か
社
会
に
順
応
す
る
両

面
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
社
会
性
が
自
然
に
身
に
つ

く
理
由
が
幼
児
教
育
、
数
学
教
育
の
現
場

に
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
幼
児
教
育
で
は
上
の
子
が
下
の

子
の
面
倒
を
見
る
、
能
力
で
分
け
ら
れ
る

こ
と
な
く
す
べ
て
の
子
が
仲
間
に
入
れ
て

も
ら
え
る
、
そ
う
い
う
教
育
が
当
た
り
前

に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

数
学
教
育
に
お
い
て
も
日
本
の
先
生
は

答
え
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
提

示
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
回
答
方
法
を

考
え
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
よ
く
考
え
る
時

間
を
与
え
ま
す
。
よ
り
深
く
考
え
る
だ
け

で
な
く
皆
で
考
え
て
答
え
を
出
す
と
い
う

こ
と
を
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
は
幼
児
期
に

培
わ
れ
る
社
会
性
が
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
日
本
人
に
自
己
を
問
う
と
中
心
が

自
分
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
に
関
連
し
た
答
え
が

返
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
も
社
会
と
い
う
場

の
認
識
が
自
然
と
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　

世
界
中
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
が
沢
山

あ
り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
お
話
し
ま
し
た
が
、

他
の
文
化
と
比
較
す
る
こ
と
で
日
本
の
叡

智
を
再
認
識
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

清
水
先
生
、
貴
重
な
ご
講
演
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
お
よ
そ
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
教

養
講
座
。
多
く
の
職
員
、
居
住
者
、
ま
た

ご
縁
あ
っ
た
方
々
が
集
う
機
会
が
与
え
ら

れ
、
改
め
て
良
き
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

で
の
可
能
性
に
つ
い
て
幼
児
教
育
、
文
化

と
数
学
教
育
、
文
化
と
自
己
の
視
点
か
ら

実
際
に
先
生
が
行
っ
て
き
た
研
究
の
映
像

資
料
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
下

さ
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
講
演
・
資
料
の
内
容
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
で
生
活
し
て
い
る
人
が
知
ら
ず
知

ら
ず
に
や
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
世
界
か

ら
見
る
と
素
晴
ら
し
い
も
の
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
古
来
か
ら

の
“
叡
智
”〔
深
く
物
事
の
道
理
に
通
じ

る
知
恵
〕
が
あ
り
ま
す
。
私
は
四
〇
年
間

ア
メ
リ
カ
に
い
ま
す
が
、
日
本
の
人
が
そ

れ
に
気
付
い
て
い
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

が
一
番
言
い
た
い
こ
と
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
ま
ず
物
事
に
お

け
る
概
念
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、Zero-Sum

 Gam
e

〔
負

け
る
人
が
い
な
い
と
勝
て
な
い
や
り
方
〕、

ま
た
、Logic of Linear Expansion
〔
競

争
し
て
勝
利
し
て
一
直
線
的
な
拡
大
・
蓄

積
を
増
や
し
て
い
く
や
り
方
〕

　

日
本
は“Perfect-Sum

 W
isdom

”〔
皆

が
勝
て
る
よ
う
に
す
る
知
恵
〕、
ま
た
、

Logic of E
xchange through 

C
om

passion/Intuition-B
ased 

“W
ealth

”〔
思
い
や
り
と
感
性
を
循
環

さ
せ
て
ひ
と
の
心
と
つ
な
が
り
を
創
造
し

て
い
く
〕

公

開

教

養

講

座

具体的な映像で理解を深める
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介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

新
生
の
園

　

健
康
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

マ
リ
ヤ
館

　

梅　

う
め　

ウ
メ

　

花
の
蕾
も
膨
ら
み
を
増
し
、
春
の
息
吹

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
榛
名
は
梅

の
里
、三
月
に
入
り
、日
毎
暖
か
い
日
が
増

え
て
く
る
と
、い
っ
き
に
梅
の
開
花
で
す
。

　

毎
週
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
散
歩
で

は
、皆
さ
ん
季
節
の
植
物
に
敏
感
。「
ほ
ら
、

あ
そ
こ
の
木
」「
こ
こ
も
咲
き
出
し
た
。」

「
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
遅
い
わ
ね
。」「
あ
れ

は
黄
梅
か
し
ら
、
こ
ち
ら
は
紅
梅
ね
」
と

春
の
芽
吹
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。
梅
だ
け

で
な
く
、
椿
や
水
仙
、
菜
の
花
、
ダ
イ
コ

ン
の
花
と
多
種
の
花
々
も
彩
り
は
じ
め
、

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
足
元
が
お
留
守
に
な

る
の
が
少
々
心
配
で
す
が
、
桜
の
開
花
も

　

初
詣

　

令
和
五
年
の
初
詣
は
、
榛
名
神
社
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

榛
名
神
社
の
主
祭
神
と
し
て
、
火
の
神

「
火ほ

む
す
び
の
か
み

産
霊
神
」・
土
の
神
「
埴

は
に
や
ま
ひ
め
の
か
み

山
姫
神
」
を

祀
り
、
古
く
か
ら
鎮
火
、
開
運
、
五
穀
豊

穣
、
商
売
繁
盛
の
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
関
東
屈
指
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

創
建
は
、
用
明
天
皇
元
年
（
西
暦

五
八
六
年
）、
仏
教
伝
来
が
西
暦
五
三
八

年
で
す
か
ら
、
仏
教
伝
来
か
ら
わ
ず
か

五
〇
年
で
創
建
さ
れ
た
こ
と
に
歴
史
を
感

じ
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
武
田
信
玄
が
先
勝
祈
願
を

し
た
「
矢
立
ス
ギ
」
が
あ
り
、長
野
業
政
・

真
田
昌
幸
・
信
幸
・
上
杉
・
北
条
と
多
く

の
戦
国
武
将
か
ら
も
尊
崇
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
徳
川
家
康
・
天

海
僧
正
・
井
伊
直
正
と
、
寺
領
を
認
め
ら

れ
、
榛
名
講
は
関
東
甲
信
越
に
広
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

梅
香
ハ
イ
ツ
で
は
、
一
月
一
九
日
に
、

一
〇
名
の
参
加
者
と
と
も
に
初
詣
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
良
く
、

心
配
さ
れ
て
い
た
雪
も
な
く
、
無
事
に
参

待
ち
遠
し
い
、
散
歩
日
和
の
素
敵
な
時
期

で
す
。

　

月
二
回
実
施
し
て
い
る
買
い
物
ツ
ア
ー

は
皆
さ
ん
に
人
気
で
、
参
加
者
は
一
〇
名

以
上
、
車
二
台
に
よ
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

お
出
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
の

よ
う
に
食
品
、
衣
類
、
雑
貨
と
そ
れ
ぞ
れ

の
お
店
で
お
買
い
物
を
さ
れ
た
帰
路
で
す

が
、
こ
の
時
期
の
お
約
束
で
、
今
回
は
、

榛
名
の
梅
林
を
巡
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、

ま
だ
、
五
分
咲
き
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
車
中
で
眺
め
つ
つ
、
見
晴
台
で
一
望
。

ち
ょ
っ
と
し
た
観
梅
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。 
（
中
澤
一
夫
）

拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
殿
が
修
復
工
事
中
で
し
た
が
、
御
姿

岩
を
は
じ
め
と
す
る
巨
岩
・
奇
石
や
、滝
、

建
造
物
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
で
し
た
。

　

さ
て
、
お
出
か
け
し
た
時
の
一
つ
の
楽

し
み
に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
の
も

あ
り
ま
す
。
今
回
は
平
日
の
朝
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
開
店
し
て
い
る
お
店

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
初
詣
後
の
冷

え
た
体
を
、
お
汁
粉
・
甘
酒
で
温
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

日
本
の
四
季
・
季
節
行
事
を
大
事
に

し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事

を
今
後
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
原
孝
洋
）榛名神社随神門前にて

展望台にて

梅の香も一層

桜も綺麗な坂
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お
菓
子
の
会

　

バ
ル
ナ
バ
館
で
は
、
月
に
一
度
行
う
音

楽
鑑
賞
会
で
参
加
さ
れ
た
方
に
和
菓
子
を

お
配
り
し
て
い
ま
す
。「
和
菓
子
だ
け
い

た
だ
き
た
い
わ
」
と
い
う
居
住
者
か
ら
の

声
を
き
っ
か
け
に
、
色
々
な
和
洋
菓
子
屋

さ
ん
の
お
菓
子
を
皆
さ
ん
と
楽
し
め
た
ら

…
と
い
う
思
い
か
ら
お
菓
子
の
会
を
始
め

ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
《
い
ち
ご
大
福
》
で
す
。
イ
チ
ゴ
の
果

実
が
お
餅
と
白
あ
ん
に
包
ま
れ
、
見
た
目

も
か
わ
い
く
和
菓
子
好
き
に
は
た
ま
ら
な

い
一
品
。ご
自
分
の
分
を
注
文
さ
れ
る
方
、

「
お
友
達
の
分
も
♪
」
と
嬉
し
そ
う
に
注

文
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
二
月
十
四
日
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
重
な
っ
た
た
め
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
も
付
け
て
の
お
渡
し
と
な
り
ま
し

　

節
分　

豆
ま
き

　

厳
し
い
寒
さ
が
残
る
も
の
の
、
暦
の
上

で
は
春
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
穏

和
の
園
・
桜
の
園
に
も
節
分
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

節
分
の
豆
ま
き
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

に
起
こ
り
が
ち
な
病
気
や
災
害
を
鬼
に
見

立
て
、
そ
れ
を
追
い
払
う
儀
式
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
豆
は
、
一
説
に
よ
る
と
魔
を

滅
ぼ
す
と
い
う
意
味
の
「
魔ま

滅め

」
に
由
来

す
る
そ
う
で
す
。

　

二
月
三
日
、
職
員
が
赤
鬼
、
青
鬼
、
福

娘
に
扮
し
て
各
フ
ロ
ア
を
回
り
ま
し
た
。

　

普
段
と
姿
が
違
う
た
め
、「
こ
の
職
員

は
誰
だ
い
？
」
と
驚
く
方
も
。
い
つ
も
の

職
員
だ
と
気
づ
く
と
、
鬼
た
ち
や
福
娘
を

歓
迎
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
歓
迎
ム
ー

た
。
和
洋
菓
子
を
食
べ
た
く
て
も
お
菓
子

だ
け
の
お
出
か
け
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
お
菓
子
の
会
で
様
々
な
お
店
の

和
洋
菓
子
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
な
祭
り

　

二
月
中
旬
、
バ
ル
ナ
バ
館
談
話
室
に
ひ

な
人
形
を
飾
り
ま
し
た
。
目
立
つ
場
所
で

は
な
い
た
め
、
毎
年
飾
っ
て
い
ま
す
が
、

気
付
い
て
い
な
い
居
住
者
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
先
日
、「
今
年
も

飾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
ね
」
と
、
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
平
安
時
代
か
ら
続
く
、“
ひ
な
ま

つ
り
”
子
供
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
行

事
の
ひ
と
つ
で
す
。年
齢
性
別
関
係
な
く
、

皆
が
健
康
に
幸
せ
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

…
と
願
い
ま
し
た
。 

（
一
場
寿
子
）

ド
を
振
り
払
い
、
職
員
の
「
皆
さ
ん
、
豆

を
投
げ
て
く
だ
さ
い
！
」
の
声
と
同
時
に

思
い
っ
き
り
豆
を
投
げ
つ
け
ま
す
。一
方
、

遠
慮
し
て
優
し
く
投
げ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
て
三
者
三
様
で
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ

厄
を
追
い
払
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
鬼
も
福
娘
も
全
力
で
臨
み
ま
す
。
各

フ
ロ
ア
と
て
も
賑
や
か
な
豆
ま
き
と
な
り

ま
し
た
。
フ
ロ
ア
に
出
て
こ
ら
れ
な
い
方

の
居
室
も
す
べ
て
周
り
、
目
的
達
成
。
最

後
は
仲
良
く
記
念
撮
影
を
し
て
今
年
の
節

分
も
無
事
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、「
痛
く
な
か
っ
た
？
大
丈
夫
だ
っ

た
？
」
と
心
配
し
て
く
だ
さ
る
優
し
い

方
々
ば
か
り
で
し
た
。

　

皆
様
が
一
年
間
穏
や
か
に
健
康
で
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
。
来
年
は
ど
ん
な
鬼
が
来

る
か
楽
し
み
で
す
。 

（
大
腰
満
里
奈
）

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

穏
和
の
園
・
桜
の
園

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

バ
ル
ナ
バ
館

甘いもの、大好き♡

バルナバ館伝統のひな人形

鬼は～外 !!

仲良くパシャリ♪
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出
前
講
座

　

春
光
園
で
は
開
園
六
〇
周
年
を
迎
え
、

様
々
な
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
八
〇

名
の
居
住
者
全
て
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
の
思
い
で
開
催
し
て
来
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
も
、
今
回
が
第
七
弾
目
に
し
て

フ
ァ
イ
ナ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
は
、
居
住
者
の
皆
さ
ん
が

お
気
軽
に
参
加
で
き
る
勉
強
会
で
す
。
高

崎
市
市
民
福
祉
課
の
飯
塚
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
介
護
予
防
に
つ
い
て
～
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
～
」
で

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
講
座
の
合
間
に
は
、
筋
ト

レ
や
頭
の
体
操
の
時
間
も
あ
り
参
加
者
は

終
始
興
味
津
々
で
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

（
長
坂
直
哉
）

　

恵
泉
追
想
記

　

穏
や
か
な
日
差
し
に
い
つ
し
か
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
日
増
し
に
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
期
と
言

え
ば
、
出
会
い
と
別
れ
。
そ
し
て
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
度
を
振
り
返

る
時
期
で
す
。

　

い
つ
し
か
恵
泉
園
で
は
恒
例
に
な
っ
た

一
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
。
今

年
は
違
う
こ
と
を
し
よ
う
か
と
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
居
住
者
の
皆
様
か
ら
反
感
を

買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
今
年
も
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
し
て
作
り
上
げ
た
の
で
上

映
が
上
手
く
い
く
か
不
安
で
し
た
が
、
思

い
の
ほ
か
皆
様
反
応
が
良
く
、
時
に
談
笑

し
な
が
ら
、
時
に
自
分
が
映
っ
た
時
は
恥

ず
か
し
が
り
な
が
ら
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
動

く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
の
写
真
も
お
食
事
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
園
で
の
写
真
が
大
半
を
占
め
て

い
て
、
外
出
行
事
の
少
な
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
う
し
て
楽
し

く
一
年
を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
協
力
や
居
住
者

の
皆
様
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
一
つ
言
え
る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
恵
泉
園
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
。
社
会
情
勢
と
い
う
荒
波

に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
恵
泉
と
い
う
大
舟
は

ま
だ
見
ぬ
大
海
に
漕
ぎ
出
し
て
い
き
ま

す
。 

（
新
井
渓
司
）

　

春
光
園
新
喜
劇

　

戦
争
や
災
害
等
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
、
華
や
か
な
一
年
に
な
る
事
を
願
い

つ
つ
今
年
も
節
分
の
日
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
の
鬼
退
治
は
一
味
違
い
、
脚
本
が
あ

り
細
か
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
源
も
場
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
主
役
の
福
女
は
「
ス
ー
パ
ー

福
女
」
と
題
し
て
春
光
園
の
パ
リ
ピ
（
盛

り
上
げ
役
）
の
唐
澤
喜
代
子
様
へ
依
頼
。

鬼
は
保
全
係
の
上
野
さ
ん
へ
ラ
ブ
コ
ー
ル
。

パ
ワ
フ
ル
で
怖
い
鬼
が
脇
を
固
め
ま
す
。

　

唐
沢
様
は
数
日
前
よ
り
全
て
ご
自
身
で

衣
装
を
用
意
し
た
格
好
は
ま
る
で
月
光
仮

面
の
様
。
頭
に
付
け
た
風
車
は
風
が
吹
く

た
び
に
グ
ル
グ
ル
と
風
を
切
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
勇
ま
し
く
最
強
の
鬼
を
退
治

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
春
光

園
の
平
和
は
守
ら
れ
華
や
か
な
春
が
迎
え

ら
れ
そ
う
で
す
。
皆
で
大
笑
い
し
て
賑
や

か
な
節
分
と
な
り
ま
し
た
。 （
井
上
章
子
）

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型

榛
名
春
光
園

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム

恵　

泉　

園

見つめる先に

記憶をたどる

スーパー福女＆最強の鬼

多くの気付きと学びがありました！
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成
長
と
進
化
の
先
に

　

昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
三
苫
選
手
の

一
㎜
、
今
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
大
谷
選
手
の
二

刀
流
、
両
者
と
も
に
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
が
勝
利
を
も
た
ら
し
感
動
を
生

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
日
本
中
に
勇
気
と
感

動
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
。
そ
ん
な
景
気
の
良
い
話
の
中
、
誠
の

園
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
課
に
二
名
の
大
型
新
人

補
強
が
行
わ
れ
た
。

　
「
松
本
洋
也
さ
ん
」
高
身
長
の
イ
ケ
メ

ン
で
、
決
め
台
詞
は
『
ま
ぁ
』。
話
し
か

け
ら
れ
て
も
面
白
い
言
葉
は
返
さ
な
い
。

　
「
髙
橋
凜
人
さ
ん
」
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
に
も
男
ら
し
さ
を
感
じ
る
イ
ケ
メ

ン
は
、
ツ
ン
デ
レ
の
ザ
・
東
北
魂
。

　

独
特
の
ク
セ
の
あ
る
二
人
は
元
誠
の
園

　

園
芸
く
ら
ぶ

　

今
回
は
、
春
ま
き
絹
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の

こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
今
年
は
居
室
前
ベ
ラ
ン
ダ
の
花

壇
で
の
栽
培
で
す
。
植
え
付
け
る
の
は
Ｍ

さ
ん
。
車
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
一
生

懸
命
に
次
々
と
行
っ
て
、
そ
の
手
つ
き
は

さ
す
が
経
験
が
う
か
が
え
ま
す
。「
お
お

か
乾
い
て
い
る
か
ら
、
水
が
必
要
だ
」
と

じ
ょ
う
ろ
で
丁
寧
に
何
度
も
水
や
り
を
行

い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ら
茹
で
て
サ
ラ
ダ

に
し
て
食
べ
た
い
そ
う
で
す
。「
私
に
も

取
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
！
」
と
近
く
の
職

員
か
ら
も
声
が
掛
か
り
ま
す
。一
〇
日
後
、

Ｍ
さ
ん
自
ら
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。「
こ
な
い
だ
と
比
べ
て
、

な
か
ら
大
き
く
な
っ
た
よ
」
と
、
に
こ
に

こ
し
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
桜
が
咲

い
た
ね
」
と
“
畑
”
の
前
で
記
念
撮
影
。

こ
ち
ら
も
笑
顔
を
も
ら
う
ひ
と
時
で
し

た
。 

（
荻
野
育
子
）

の
実
習
生
。
長
く
厳
し
い
実
習
の
末
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
経
て
『
就
職
し
ま
す
』
と
、

新
生
会
の
門
戸
を
叩
い
て
や
っ
て
き
た
。

　

名
門
高
崎
健
康
福
祉
大
学
を
主
席
の
よ

う
な
顔
で
卒
業
し
た
二
人
は
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
。
先
輩
た
ち

の
『
お
め
で
と
う
』
の
言
葉
に
返
す
言
葉

は
も
ち
ろ
ん
、『
ま
ぁ
』。

　

そ
ん
な
二
人
は
も
ち
ろ
ん
居
住
者
か
ら

の
評
判
も
良
く
、
先
輩
か
ら
も
好
か
れ
て

い
る
。
実
習
か
ら
叩
き
込
ま
れ
た
新
生
会

ス
ピ
リ
ッ
ト
で
次
世
代
の
エ
ー
ス
候
補
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
今
の
二
人

が
あ
る
の
も
実
習
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た

居
住
者
、
先
輩
た
ち
が
居
た
か
ら
こ
そ
。

職
員
に
な
っ
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
誠
の
園
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
「
ま
ぁ
」
願
い
ま

す
。 

（
小
野
沢
剛
昌
）

　

久
し
ぶ
り
の
外
食

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
減
少
に
伴

い
、
久
し
ぶ
り
に
、
入
居
者
の
方
々
と
萬

年
屋
さ
ん
に
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
席
に
着
か
れ
、
和
気
藹
々
の
中

で
、
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
り
お
食
事
と
な
り

ま
し
た
。
運
ば
れ
て
き
た
お
膳
は
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
お
寿
司
中
心
の
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
で
し
た
。
ム
ム
ム
、こ
の
量
で
は
、

半
分
も
召
し
上
が
れ
な
い
の
で
は
、
と
心

配
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
歓
談

さ
れ
な
が
ら
の
お
食
事
は
、終
始
笑
顔
で
、

「
ト
ロ
が
お
い
し
い
わ
ね
」「
こ
っ
ち
も
油

が
の
っ
て
お
い
し
い
わ
よ
」
と
楽
し
そ
う

に
お
食
事
を
召
し
上
が
り
、
い
つ
の
間
に

か
、
完
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
見
て
い
る
と
、
何
の
制
限
も
な
く
、
自

由
に
出
掛
け
ら
れ
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
る
思
い
で
し
た
。 

（
清
水
秀
孝
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

榛
名
憩
の
園

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

誠　

の　

園

収穫が楽しみ！

ハイチーズ！

静かな人当たりの心地よさ

孫のような親しみやすさ
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特
別
企
画
＆
お
出
か
け
自
然
体
験

　

二
月
一
七
日
と
二
月
二
〇
日
、
三
年
ぶ

り
に
冬
季
恒
例
の
特
別
企
画
を
ジ
ョ
ー
ジ

が
丘
内
の
ク
ラ
ブ
集
会
室
と
福
祉
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
四
三
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
お
隣
の
倉
渕
町
で
農
業
や
自
然

観
察
を
し
て
い
る
非
営
利
活
動
法
人
ア
グ

レ
コ
の
丹
羽
牧
人
さ
ん
に
よ
る
「
生
き
物

た
ち
の
こ
と
ば
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
題
し
て
野
鳥
は
鳴
き
声
の
違
い
で

会
話
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
植
物
も
根
と

共
生
し
て
い
る
菌
を
通
じ
て
情
報
を
共
有

し
て
い
る
等
最
新
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き

た
こ
と
を
映
像
を
交
え
て
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

夕
食
後
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け

　

と
あ
る
夕
方
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
ホ
ー
ム
。

ホ
ー
ム
の
床
を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
た

い
と
、
熱
い
思
い
を
秘
め
た
有
志
八
名
が

集
結
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
お
い
し
い
お
い
し
い
お
弁
当

で
栄
養
補
給
。
園
長
が
用
意
し
て
く
れ
た

高
カ
ロ
リ
ー
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
お
弁

当
で
、
私
た
ち
の
心
も
体
も
満
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
腹
パ
ン
パ
ン
で
、
は
ち
き
れ
そ
う
に

な
り
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
ワ
ッ
ク
ス
が
け

の
始
ま
り
で
す
。
夕
食
後
も
ま
だ
起
き
て

い
る
居
住
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
デ
イ

ル
ー
ム
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
廊
下
の
順
番

で
、椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を
ど
か
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
掃
除
機
を
か
け
、
て
い
ね
い
に

モ
ッ
プ
や
雑
巾
で
床
を
拭
き
ま
す
。

は
、
バ
ス
を
利
用
し
て
の
お
出
か
け
は
二

時
間
程
の
短
時
間
外
出
で
し
た
が
、
今
回

よ
り
午
前
中
に
出
発
し
、
昼
食
後
、
午
後

も
自
然
観
察
を
し
て
帰
着
す
る
、
以
前
の

ス
タ
イ
ル
に
近
い
企
画
を
試
み
ま
し
た
。

　

二
月
か
ら
暖
か
い
日
が
続
き
、
開
花
が

一
週
間
程
度
早
く
一
〇
日
の
班
の
時
は
満

開
で
し
た
。
箕
郷
梅
林
で
は
、
箕
郷
会
場

か
ら
善
地
会
場
へ
約
一
時
間
程
度
散
策
を

し
ま
し
た
。
昼
食
は
伊
香
保
水
沢
う
ど
ん

大
澤
屋
第
二
店
舗
さ
ん
を
予
約
、
午
後
は

榛
東
村
に
あ
る
地
球
屋
で
吊
る
し
雛
や
買

い
物
を
楽
し
み
帰
り
途
中
に
一
〇
日
は
、

伊
香
保
森
林
公
園
展
望
台
に
立
ち
寄
り
ス

ギ
花
粉
で
霞
む
日
光
や
谷
川
方
面
の
景
色

を
望
み
、
一
七
日
は
、
は
に
わ
の
里
を
散

策
し
な
が
ら
縄
文
文
化
に
思
い
を
馳
せ
る

等
、久
し
ぶ
り
の
お
出
か
け
企
画
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

お
出
か
け
自
然
体
験
が
存
分
に
楽
し
め
る

日
が
早
く
来
ま
す
よ
う
に
。 

（
稲
垣
仁
）

　

床
の
汚
れ
を
落
と
し
て
い
く
の
は
け
っ

こ
う
な
重
労
働
で
す
が
、
み
ん
な
で
す
れ

ば
楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
床
を
拭

い
た
後
は
、
い
よ
い
よ
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け

ま
す
。
そ
の
後
は
、
二
〇
分
ほ
ど
待
っ
て

ワ
ッ
ク
ス
が
乾
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
動

か
し
た
物
を
元
の
場
所
に
戻
し
ま
す
。
過

去
に
は
、五
名
ほ
ど
で
こ
の
作
業
を
行
い
、

も
う
二
度
と
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
大
人
数
が
集

ま
り
、
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
お
か
げ

で
、
二
時
間
ほ
ど
で
す
べ
て
の
作
業
を
終

え
、八
時
過
ぎ
に
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
ホ
ー
ム
を
見
て
、
居

住
者
の
方
が
少
し
で
も
心
地
よ
さ
を
感
じ

て
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
春
風
と
と

も
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
エ
ン
ジ
ェ
ル

ホ
ー
ム
に
訪
れ
ま
す
よ
う
に
‼ 

（
閑
忍
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

エ
ン
ジ
ェ
ル
ホ
ー
ム

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
自
然
学
校

　

翌
三
月
一
〇
日
、
三
月
一
七
日
は
お
出

か
け
自
然
体
験
で
観
梅
を
テ
ー
マ
に
箕
郷

梅
林
と
榛
名
山
南
麓
の
旅
に
二
日
間
合
計

で
三
七
名
が
参
加
さ
れ
久
し
ぶ
り
の
昼
食

付
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

いい汗かきました！

心ひとつにワンハート

ゆっくりと箕郷梅林を散策

３年ぶりの屋内自然体験
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微
力
な
が
ら

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
は
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
で
定
め
ら

れ
た
実
務
経
験
を
持
ち
、
県
の
試
験
と
研

修
を
修
了
し
た
介
護
の
専
門
家
で
あ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
常
駐
し
て
い
る
事
業
所

の
事
で
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
フ
ィ
リ
ア
い
こ

い
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
憩
の
園
の

事
務
室
内
に
事
業
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
二
月
現
在
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
二
人
体
制
（
常
勤
管
理
者
兼
兼

務
、
嘱
託
一
名
）
で
、
介
護
五
五
名
、
予

防
二
一
名
、
認
定
調
査
二
二
件
を
受
託
し

て
い
ま
す
。
介
護
や
予
防
の
方
々
の
支
援

を
し
て
下
さ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
様

は
、お
お
よ
そ
三
〇
件
に
な
り
ま
す
の
で
、

一
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
毎
月
六
〇

人
以
上
の
方
々
と
連
絡
調
整
行
う
為
に

日
々
動
き
回
り
、
事
務
所
内
に
戻
る
と
、

連
絡
調
整
し
た
内
容
を
記
録
す
る
為
、
寡

黙
に
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
っ
て
い
る
と

い
っ
た
現
状
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
に

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
そ
の
時
々
の

社
会
情
勢
に
応
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
五
回

の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
回

の
改
正
で
は
、
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
る

ご
本
人
様
の
実
情
だ
け
な
く
、
周
囲
の
支

援
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
内
容
も
、
よ
り

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
る

事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢
者
の
方
か

ら
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
伺
う
事
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
先
日
も
、
あ
る
高
齢
者
の
方

か
ら
、「
私
は
、
今
が
一
番
幸
せ
。
だ
っ

て
、
子
供
の
頃
は
、
隣
の
家
に
赤
紙
が
届

い
て
、
戦
場
へ
招
集
さ
れ
て
い
く
人
の
背

中
を
見
て
不
安
な
日
々
の
中
で
育
っ
た
の

よ
、
今
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て
宇
宙
に

行
く
人
を
見
ら
れ
て
い
る
の
よ
、
世
界
中

を
見
れ
ば
、
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
な
い

人
が
沢
山
い
る
け
ど
、
私
は
何
十
年
も
、

普
通
に
暮
ら
せ
て
い
る
な
ん
て
、
な
ん
て

幸
せ
だ
ろ
う
と
思
う
わ
」
と
の
お
話
を
伺

い
、
平
和
が
普
通
で
は
な
い
生
活
を
送
る

人
も
居
る
時
代
。
日
本
で
は
普
通
に
暮
ら

せ
て
、
普
通
に
仕
事
が
出
来
る
あ
り
が
た

み
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
、

宇
宙
に
向
け
て

飛
ば
そ
う
よ
。

桜
咲
き
、

祖
先
に
感
謝
の

河
津
の
地
。

 

【
川
柳
見
習
い　

長
壁
く
み
子
】

①
出
身
地　

②
職
種　

③
趣
味
・
特
技　

④
好
き
な
有
名
人　

⑤
自
分
に
と
っ
て
一

番
の
贅
沢
は　

⑥
好
き
な
言
葉

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

フ
ィ
リ
ア
い
こ
い

エ
ン
ジ
ェ
ル
ホ
ー
ム

①
高
崎
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
映
画
鑑
賞
・
ド
ラ
イ
ブ

④
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

⑤
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
本
を

読
む
こ
と

⑥
全
て
は
そ
れ
で
い
い

小
野
里　

光
（
オ
ノ
ザ
ト　

ヒ
カ
ル
）
22

恵　

泉　

園①
高
崎
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③ 

ゲ
ー
ム
や
漫
画
鑑

賞
・
水
泳

④
志
村
け
ん

⑤ 

趣
味
に
没
頭
し
て
い

る
時
間

⑥ 

人
の
振
り
見
て
我
が

振
り
直
せ

富
田　

麻
友
（
ト
ミ
タ　

マ
ユ
）
22

新 

生 

の 

園①
高
崎
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
ラ
イ
ブ
に
行
く
事

④
Ｂ
ｚ

⑤
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
た
時

⑥
あ
り
が
と
う

奥
原　

智
恵
（
オ
ク
バ
ラ　

チ
エ
）
43

榛
名
憩
の
園①

吾
妻
郡
中
之
条
町

②
看
護
師

③
花
の
鑑
賞
・
陶
芸
・

旅
行

④
阿
部
サ
ダ
ヲ

⑤
プ
リ
ン
を
二
個
食
べ
る

⑥
明
日
は
明
日
の
風
が

ふ
く

塚
越　

依
子
（
ツ
カ
ゴ
シ　

ヨ
リ
コ
）

①
新
潟
県
新
潟
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
映
画
鑑
賞
・
水
泳

④
外
星
人
第
０
号
メ
フ

ィ
ラ
ス

⑤
南
国
（
沖
縄
等
）
を
ぶ

ら
ぶ
ら
散
歩
す
る
こ
と

⑥
聞
く
は
一
時
の
恥 

聞

か
ぬ
は
一
生
の
恥

①
太
田
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
行
く

こ
と
・
ド
ラ
ム

④
千
鳥
・
佐
藤
健

⑤
恋
人
と
一
緒
に
過
ご
す

⑥
一
〇
〇
点
は
無
理
か
も
し

れ
ん
。で
も
Ｍ
Ａ
Ｘ
な
ら
出

せ
る
や
ろ
。（
松
本
人
志
）

渡
邊　
　

優
（
ワ
タ
ナ
ベ　

ユ
ウ
）
22

島
崎　

眞
采
（
シ
マ
ザ
キ　

マ
コ
ト
）
22

①
高
崎
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
筋
ト
レ
・
野
球

④
久
保
史
緒
里
（
乃
木

坂
46
）

⑤
お
い
し
い
ご
飯
を
食

べ
て
い
る
こ
と

⑥
や
れ
ば
で
き
る
！

清
水　

大
輔
（
シ
ミ
ズ　

ダ
イ
ス
ケ
）
22
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カップル紹介

新郎　渡邉尚
なお

貴
き

さん
新婦　（旧姓：小山）美聡さん（榛名春光園） もうひとりの私○122

　

今
回
の
ご
紹
介
は
自
称
「
北
川
景

子
」
こ
と
、
原
澤
樹
里
さ
ん
で
す
。

勤
続
二
〇
年
を
迎
え
、
新
生
の
園
一

筋
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
仕
事
ぶ
り
は
実

直
、
真
面
目
。
他
者
を
寄
せ
付
け
な

い
機
転
で
働
く
姿
勢
は
後
輩
の
尊
敬

も
集
め
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か
。

ク
ー
ル
な
印
象
と
は
裏
腹
に
涙
も
ろ

く
、
情
に
熱
い
一
面
も
。

　

人
見
知
り
を
公
言
す
る
彼
女
も
ひ

と
た
び
ア
ル
コ
ー
ル
を
手
に
す
れ

ば
、
お
調
子
者
全
開
。
ビ
ー
ル
と
サ

ワ
ー
を
チ
ェ
イ
サ
ー
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ

ン
を
決
め
て
い
く
姿
は
、
北
川
景
子

と
は
言
い
難
く
、
む
し
ろ
男
前
の
様

相
、
宴
会
番
長
で
あ
る
。

　

安
室
奈
美
恵
と
旅
行
も
大
好
き

で
、
安
室
ち
ゃ
ん
の
ラ
ス
ト
ラ
イ
ブ

は
マ
ス
ト
と
チ
ケ
ッ
ト
争
奪
戦
。
沖

縄
は
逃
し
た
よ
う
だ
が
、
北
海
道
へ

は
し
っ
か
り
観
戦
ツ
ア
ー
。

　

毎
年
、
長
期
休
暇
を
取
っ
て
海
外

旅
行
も
恒
例
。
東
南
ア
ジ
ア
に
南
の

島
と
計
画
に
抜
か
り
は
な
い
が
、
さ

す
が
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
す
っ
か

り
ご
無
沙
汰
。
サ
ブ
チ
ー
フ
の
責
務

で
動
態
と
睨
め
っ
こ
の
日
々
に
、
ス

ト
レ
ス
か
年
相
応
か
白
い
物
も
チ
ラ

ホ
ラ
見
え
出
し
た
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
。

　

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
の
で

そ
ろ
そ
ろ
旅
行
に
も
行
け
る
か
独
身

貴
族
。
タ
イ
プ
は
髭
ワ
イ
ル
ド
と
の

こ
と
だ
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
秘

密
主
義
。
お
相
手
云
々
は
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ

Ｏ
風
に
言
え
ば
「
Ｍ
Ｔ
Ｉ
（
ま
じ
、

ち
ょ
っ
と
、
言
わ
な
い
）」
で
あ
る

が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
更
な
る
充
実

を
図
っ
て
、
今
後
も
仕
事
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
い
た
だ
き
た
い
。

ケアワーカー
原澤　樹里さん

二
〇
二
三
年
度

睦
会
始
動
い
た
し
ま
す

　

こ
の
三
年
の
間
に
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
方
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
あ
た
り
ま
え
の

世
の
中
と
な
り
、
昨
今
で
は
人
間
関
係
も

距
離
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
な
ど
の
便
利
な
手
段
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

『
直
接
会
っ
て
言
葉
を
交
わ
す
、
触
れ
合

う
』
こ
と
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
睦
会
は
始
動
い
た
し
ま
す
。

睦
会
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
に
、
会
員
相

互
の
親
睦
融
和
が
ご
ざ
い
ま
す
。
セ
ク

シ
ョ
ン
を
超
え
た
職
員
の
関
わ
り
に
よ
り
、

新
生
会
全
体
に
大
き
な
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
生
ま
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
・
幹
事
一
丸
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

睦
会
会
長　

野
澤
慶
太

・多胡　日陽里
　（たご　ひより）ちゃん
　令和５年２月21日生まれ
　（恵泉園　ケアワーカー　

多胡雄策さん　第２子）

「誕生日誌」

誠　

の　

園①
北
群
馬
郡
吉
岡
町

②
管
理
栄
養
士

③
ド
ラ
イ
ブ
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

④
な
か
や
ま
き
ん
に

君
・
ち
ゅ
う
え
い

⑤
愛
猫
と
昼
寝
す
る
こ
と

⑥
死
ぬ
こ
と
以
外
か
す

り
傷

高
橋　

瑞
季
（
タ
カ
ハ
シ　

ミ
ズ
キ
）
22

榛
名
春
光
園①

埼
玉
県
浦
和
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
絵
画
鑑
賞

④
髙
橋
源
一
郎

⑤
休
日
、
ジ
ャ
ズ
を
聴

き
な
が
ら
一
杯
の
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と

⑥
あ
な
た
は
、
あ
な
た

で
あ
れ
ば
い
い

森
川　

明
子
（
モ
リ
カ
ワ　

ア
キ
コ
）

①
岩
手
県
陸
前
高
田
市

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
野
球
観
戦

④
大
谷
翔
平

⑤
お
金
を
気
に
せ
ず
に

食
べ
た
い
も
の
を
食

べ
る

⑥
他
力
本
願

①
埼
玉
県
伊
奈
町

②
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

③
キ
ャ
ン
プ
・
エ
レ
キ

ギ
タ
ー

④
広
瀬
す
ず

⑤
奢
り
で
飲
み
に
行
く

こ
と

⑥
遠
慮
せ
ず
好
き
な
だ

け
た
の
め
！

髙
橋　

凜
人
（
タ
カ
ハ
シ　

リ
ン
ト
）
22

松
本　

洋
也
（
マ
ツ
モ
ト　

ヒ
ロ
ヤ
）
22

睦会役員一同
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永
井
せ
つ
子
さ

ん
は
昭
和
七
年
、

東
京
都
の
板
橋
生

ま
れ
。
一
三
歳
の

時
に
東
京
大
空
襲

に
遭
わ
れ
、
榛
名

町
の
親
類
を
頼
り
疎
開
さ
れ
た
。そ
の
後
、

縁
あ
っ
て
ご
主
人
と
結
婚
、
榛
名
町
に
居

を
定
め
ら
れ
た
が
、
ご
主
人
が
病
気
に
な

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
子
供
を
見
な

が
ら
で
も
仕
事
の
で
き
る
駄
菓
子
店
を
開

業
さ
れ
た
。

　

永
井
さ
ん
は
地
元
で
は
「
永
井
の
お
ば

ち
ゃ
ん
」
と
親
し
み
を
持
っ
て
呼
ば
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
上
里
見
町
で
ず
っ
と
駄

菓
子
店
で
あ
る
永
井
商
店
を
営
ま
れ
て
こ

ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
永
井
商
店
は
一

九
六
〇
年
創
業
。
そ
こ
は
、
地
域
の
子
供

た
ち
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
楽
し
み
の
場

で
あ
り
続
け
た
が
、
二
〇
一
五
年
に
地
域

の
多
く
の
人
た
ち
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
店

し
、
五
七
年
間
に
亘
る
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
た
。

　

名
物
は
大
き
な
鉄
板
で
焼
く
「
焼
き
そ

ば
」
で
あ
っ
た
。
永
井
さ
ん
の
作
ら
れ
る

焼
き
そ
ば
を
「
今
で
も
時
々
、
無
性
に
食

べ
た
く
な
る
」
と
い
う
人
は
多
い
。
い
わ

ば
榛
名
町
の
「
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
」
で
あ
る
。

　

実
は
以
前
、
榛
名
春
光
園
で
「
永
井
の

お
ば
ち
ゃ
ん
の
焼
き
そ
ば
」を
再
現
し
て
、

榛
名
春
光
園

永な
が

井い

せ
つ
子こ

さ
ん

（
九
〇
歳
）

皆
で
楽
し
め
れ
ば
と
思
い
、
永
井

さ
ん
と
相
談
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
い
か
に
具
材
を
同
じ
も

の
に
し
て
も
、
鉄
板
と
鍋
と
の
調

理
法
の
違
い
や
、
そ
の
火
力
の
伝

わ
り
方
の
差
な
ど
に
よ
り
、
完
全

な
る
再
現
は
難
し
い
と
い
う
結
論
に
至

り
、
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

さ
て
、
あ
る
時
、
た
ま
た
ま
榛
名
春
光

園
へ
来
て
い
た
榛
名
町
出
身
の
新
生
の
園

の
園
長
の
姿
を
目
に
さ
れ
た
永
井
さ
ん

は
、「
あ
れ
？
あ
な
た
見
覚
え
が
あ
る

（
笑
）」
と
宣
わ
れ
た
。
園
長
氏
曰
く
、「
子

供
の
頃
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た（
笑
）」。

そ
ん
な
や
り
取
り
を
見
て
い
る
と
、
永
井

の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
多
く
の
子
供
た
ち
と
共

に
過
ご
し
た
膨
大
な
時
間
が
垣
間
見
え
る

よ
う
な
気
が
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
と
っ
て
の
一
番
の
損

失
は
、「
永
井
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
皆
に

親
し
ま
れ
、
長
く
は
地
域
の
親
子
三
代
に

亘
る
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
た
永
井
さ
ん
が
お
店
を
閉
じ
ら
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
子
供
た
ち
の
成
長
へ
暖

か
な
眼
差
し
を
向
け
て
く
れ
て
い
た
「
永

井
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
を
中
心
と
し
た
、
日

常
の
中
で
の
子
供
た
ち
の
触
れ
合
う
機
会

や
、
小
さ
く
て
も
社
会
性
が
涵
養
さ
れ
る

場
が
一
つ
消
失
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

で
も
、「
永
井
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
は
、

今
で
も
「
永
井
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
で
、
榛

名
春
光
園
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
日
々
出
逢

う
他
の
入
居
者
へ
、
元
気
で
、
暖
か
く
、

親
身
に
な
っ
て
接
し
て
く
れ
て
い
る
。

ひとひと
のの

和和
ひと
の

和

美
容
室
「bold

」
二
号
店　

店
主

坂さ
か

田た

　
あ
き
こ
さ
ん

　

新
生
会
の
清
泉
棟

一
階
で
二
〇
〇
一
年

か
ら
美
容
室
を
営
む

「bold

」
二
号
店
の

坂
田
あ
き
こ
さ
ん
。

こ
の
春
、
名
残
惜
し
く
も
閉
店
と
な
り
ま

し
た
。
新
生
会
の
居
住
者
ほ
か
、
職
員
の

散
髪
を
担
っ
て
き
た
坂
田
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
当
り
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
る
人

柄
に
終
始
笑
み
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
生
会
と
の
つ
な
が
り
は
、
も
と
を
た

ど
れ
ば
、
下
室
田
に
一
九
六
五
年
、
ご
主

人
は
理
容
室
「
坂
田
」、
あ
き
こ
さ
ん
は

美
容
室
「
ア
カ
シ
ア
」
を
同
時
に
開
業
。

そ
の
頃
か
ら
、
新
生
会
の
原
正
男
前
理
事

長
が
行
き
つ
け
だ
っ
た
と
の
事
で
す
。
後

に
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
合
築
と
な
り
ご
子
息
が

現
在
の
「bold

」
を
切
り
盛
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
、
以
前
か
ら

出
店
の
お
呼
び
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
二
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
奇

し
く
も
原
前
理
事
長
が
ご
逝
去
さ
れ
た
後

で
し
た
。
直
接
お
見
せ
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ

た
だ
ろ
う
な
と
感
慨
深
く
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

仕
事
を
し
て
い
て
、
よ
く
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
施
設
刈
り
」
は
し
な

い
で
ね
。
前
か
ら
見
る
と
顔
が
あ
る
か
ら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
後
ろ
か
ら
見
る
と
刈
り

上
げ
ち
ゃ
う
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
短
い

カ
ッ
ト
で
も
ま
ろ
や
か
さ
を
出
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
今
の
髪

形
は
自
由
で
す
。
ほ
ら
、
サ
イ
ド
を
刈
り

上
げ
て
…
誰
で
も
で
き
る
わ
よ
！

　

こ
の
二
二
年
―
。仕
事
が
好
き
だ
か
ら
、

苦
労
話
は
忘
れ
ち
ゃ
う
程
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
お
客
様
と
の
対
話
を
大
切
に
営

ん
で
き
た
坂
田
さ
ん
。「
閉
店
後
も
這
っ

て
で
も
行
く
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

程
コ
ア
な
フ
ァ
ン
も
い
ま
す
。
来
ら
れ
な

い
方
に
は
悪
い
な
と
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る

思
い
で
す
。
気
持
ち
は
全
然
大
丈
夫
だ
け

れ
ど
も
ね
！
と
。
来
年
傘
寿
に
な
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
健
康
の
秘
訣
―
。
言
い
た
い

こ
と
を
言
う
こ
と
。
決
し
て
親
子
で
協
力

し
て
パ
ー
マ
を
か
け
て
い
て
も
お
客
さ
ん

の
頭
の
上
で
は
文
句
は
言
わ
な
い
。
い
な

け
れ
ば
言
う
け
ど
…
。
こ
れ
か
ら
も
原
前

理
事
長
と
の
ご
縁
を
思
い
な
が
ら
下
室
田

の
一
号
店
で
頑
張

る
か
ら
、
と
。
ま

さ
にbold

（
大
胆
）

な
方
で
し
た
。
長

い
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
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「
新
生
」
に
オ
ー
サ
ム
兄
が
残
さ
れ
た

　
　
　「
シ
ェ
ア
」
の
心
有
難
く

憩
泉

散
歩
道
む
れ
て
花
咲
く
菫
草

　
　
　
の
ど
か
に
響
く
山
鳩
の
鳴
く
声

夜
桜
の
花
散
る
宵
に
昇
り
く
る

　
　
　
天
地
を
照
ら
す
過
ぎ
越
し
の
月オ

ー
サ
ム

兎
年
白は

く

兎と

海
岸
人
跳は

ね
る

働
ら
き
は
人
の
為
に
ぞ
動
く
こ
と

詩
が
な
い
と〝
及し

が
た
い
人
生
〟送
る
の
み

 

福
田　

紘
晴　

咲
き
初そ

め
し
白し

ら

梅う
め

隠
す
や
春
の
雪

咲
き
き
そ
ふ
榛
名
南な

ん

麓ろ
く

春
の
花

 

三
浦　
　

修　

さ
さ
や
か
な
暮
ら
し
静
か
に
屠ぞ

う
に蘇

食く

む

元
旦
の
夜
の
花
火
に
夢
託
す

新
年
の
努
力
は
宝
言
い
聞
か
す

丸
山　

輝
雄

朝
ま
だ
き
月
、
目
の
高
さ
な
る
う
め
ロ
ー
ド

　
　
　
帰
り
は
長
い
影
映う

つ

す

俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

　

新
生
会
に
入
職
し
、
四
年
が
経
ち

ま
し
た
。
看
護
師
経
験
が
浅
く
不
安

で
し
た
が
、
居
住
者
の
方
々
が
温
か

く
迎
え
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
た
大

雪
の
年
に
看
護
師
免
許
を
取
得
し
ま

し
た
。
車
も
動
か
な
い
中
、
徒
歩
で

高
崎
駅
ま
で
行
き
、
遅
延
し
て
い
た

新
幹
線
に
飛
び
乗
り
東
京
で
の
受
験

が
出
来
ま
し
た
。
最
初
は
病
院
の
急

性
期
病
棟
の
勤
務
で
し
た
。

　

患
者
さ
ん
が
変
わ
り
、
業
務
内
容

が
変
わ
る
毎
日
で
し
た
が
、
今
は
病

院
と
は
違
い
、
一
人
ひ
と
り
の
居
住
者

の
方
々
と
深
く
関
わ
る
事
が
出
来
て

い
ま
す
。
病
気
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら

日
々
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
時
に

は
人
生
の
先
輩
と
し
て
沢
山
の
事
を

学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
治
療

目
的
の
病
院
看
護
と
は
違
い
、
居
住

者
の
方
々
が
よ
り
快
適
に
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
日
々
の
サ
ポ
ー
ト
を

今
後
も
行
い
、
思
考
停
止
せ
ず
考
え

続
け
ら
れ
る
看
護
職
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
寄
り
添
う

事
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ケアに生きる
（148回）

梅香ハイツマリヤ館
看護師

北神　麗良

バ
ル
ナ
バ
館
　
大
山
ア
サ
子
さ
ん

梅
香
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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記
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第
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号

発
行
日　

令
和
五
年
四
月
二
〇
日

編
集
兼　

社
会
福
祉
法
人
新
生
会

発
行
人　

原　
　
　

慶　

子

　
　
　

〒
370
―

3347 

群
馬
県
高
崎
市

　
　
　
　
　
　
　

中
室
田
町
五
九
八
三

　
　
　

電
話　
〇
二
七
（
三
七
四
）
一
五
一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

 

天
狗
山
を
背
景
に
―
春
光
園
か
ら
眺
望

 

松
村
康
さ
ん
撮
影

表
紙
の
写
真

ホームページ　http://www.sinseikai.org/
E-mail　human-office@sinseikai.org

　皆様からの温かいご支援に、心より感
謝申し上げます。新年度を迎え、心新たに
2023年度を歩みはじめました。今後とも、
新生会の諸事業に後援会を通して皆様の
ご協力ご支援をお願い申し上げます。
HALCセンター建設のための特別募金累計
　16,757,128円（2023年３月末日現在）

新生会後援会加入のご案内
○個人会員　年間会費　１口　1,000円以上、
　　　　　　毎年ご寄付してくださる方。

○法人会員　年間会費　１口　10,000円以上、
　　　　　　毎年ご寄付してくださる方。

募金の結果や使途につきましては小冊子「感謝録」
にて毎年報告させていただきます。

寄付方法

郵便局からの振込み　振込口座　00160−6−48594
　　　　　　　　　　加入者名　新生会後援会
銀行からの振込み　　群馬銀行室田支店普通預金0075469
　　　　　　　　　　名義　新生会後援会会長 中澤宏則

所得税等の減免手続きをご希望の方は、ご寄付く
ださる際にその旨を申し出てください。社会福祉
法人新生会より寄付金領収書をお送り致します。

−新生会後援会便り−

新
生

日
誌

　

世
界
的
に
有
名
で
あ
っ
た
日
本
の
偉
大

な
音
楽
家
、
坂
本
龍
一
さ
ん
が
三
月
二
八

日
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
音
楽
性
は
幅
広

く
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
の
先
駆
者
で
あ
り
、
俳

優
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
代
表
作
で
あ

る
「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
は

映
画
音
楽
に
も
挑
戦
し
、
英
国
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
活

躍
の
傍
ら
で
、
環
境
問
題
や
平
和
運
動
へ

の
積
極
的
な
発
言
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

坂
本
龍
一
さ
ん
は
「
声
を
上
げ
る
。
上

げ
続
け
る
。
あ
き
ら
め
な
い
で
、
が
っ
か

り
し
な
い
で
、
根
気
よ
く
。
社
会
を
変
え

る
た
め
に
は
結
局
、
そ
れ
し
か
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。」と
い
う
言
葉
を
残
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
が
始
ま
り
四
年
目
を

迎
え
る
。
こ
の
期
間
で
私
た
ち
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、
心
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
た
。
社
会
が

ど
う
あ
れ
、「
支
え
あ
い
・
分
か
ち
合
い
・

育
み
あ
」う
こ
と
で
人
は
幸
せ
に
な
れ
る
。

　

新
生
会
は
今
年
度
も
そ
こ
に
こ
だ
わ

り
、
あ
き
ら
め
ず
に
声
を
上
げ
続
け
、
実

践
を
通
し
て
そ
の
あ
り
方
を
社
会
に
示
し

て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 （
若
林
）

　
　
　
　
〈
１
月
〉

４
日　

新
年
初
朝
礼

11
日　

お
散
歩
自
然
観
察

17
日　

職
員
採
用
試
験

18
日　

職
員
採
用
試
験

20
日　

お
散
歩
自
然
観
察
会

31
日　

お
散
歩
自
然
観
察
会

　
　
　
　
〈
２
月
〉

８
日　

職
員
採
用
試
験

９
日　

お
散
歩
自
然
観
察
会

16
日　

 

ぐ
ん
ま
就
活
準
備
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ェ
ア　

１
名
対
応

17
日　

 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
自
然
学
校
特
別
企
画　

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
グ
レ
コ　

丹
羽
牧
人
氏

20
日　

 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
自
然
学
校
特
別
企
画　

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
グ
レ
コ　

丹
羽
牧
人
氏

21
日　

就
職
説
明
会

22
日　

 

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
事
務
説

明
会
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
群
馬　

２
名
参
加
）

　
　
　
　
〈
３
月
〉

２
日　

 

職
員
採
用
試
験

３
日　

 

令
和
４
年
度
群
馬
医
療
福
祉
大
学

事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
（
ビ
エ
ン
ト
高

崎　

３
名
参
加
）

４
日　

 

上
毛
新
聞
社
ぐ
ん
ま
就
活
フ
ェ
ア

（
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬　

２
名
参
加
）

６
日　

 

令
和
４
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
（
高
崎
健
康
福
祉

大
学　

１
名
出
席
）

８
日　

お
散
歩
自
然
観
察
会

９
日　

第
２
回
睦
会
総
会

10
日　

 

お
出
か
け
自
然
体
験　
『
箕
郷
梅

林
と
榛
名
山
南
麓
の
旅
』
24
参
加

16
日　

公
開
教
養
講
座

　
　
　

 

演
題
：『“
表
と
裏
”“
け
じ
め
”“
素

直
”“
甘
え
”
な
ど
日
本
文
化
を

軸
に
し
た
子
育
て
と
教
育
の
柔
軟

性
、多
様
性
と
創
造
性
に
つ
い
て
』

　
　
　

 
講
師
：
清
水
秀
規
先
生
（
北
イ
リ

ノ
イ
大
学　

准
教
授
）

　
　
　

 

群
馬
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
「
群
馬
で
は
た
ら
く
！
若
者

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」（
Ｇ

メ
ッ
セ
群
馬　

１
名
参
加
）

17
日　

 

お
出
か
け
自
然
体
験　
『
箕
郷
梅

林
と
榛
名
山
南
麓
の
旅
』　

13
名

参
加

　
　
　

就
職
説
明
会　

１
名
参
加

22
日　

春
の
墓
参
会　

42
名
参
加

24
日　

第
３
回
理
事
会

28
日
～
30
日　

新
任
職
員
研
修
会

「美容師出張業務」を
行って下さる方を
募集いたします

場　所：清泉美容室（当法人内）
営業日：週１回～２回（水・木）

お問い合わせ…
法人本部　坂本まで

（TEL：027-374-1511）

2023年（令和５年）４月20日 新　　　　　　生 第46巻　春　号　⒃


